
アイズシモツケ
Spiraea chamaedryfolia L.  var. pilosa (Nakai) H.Hara バラ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州（中部地方以北）・九州（熊本県）
／東アジア・シベリア

生 育 地 山地の湿り気のある斜面や岩場などに生え
る。久慈山地に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

タヌキマメ
Crotalaria sessiliflora L. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（東北南部以西）・四国・九州・琉球／朝鮮・
中国・東南アジア・インド

生 育 地 平地の湿地，日当たりのよい草地などに生え
る。県内各地に点々と生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

土浦市（内山）

イヌハギ
Lespedeza tomentosa (Thunb.) Siebold ex Maxim. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮・中国・インド・
ヒマラヤ

生 育 地 草地や海に近い日当たりのよい砂地に生え
る。常陸大宮市，日立市，ひたちなか市，神
栖市，古河市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

ひたちなか市（内山）
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マキエハギ
Lespedeza virgata (Thunb.) DC. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮・中国（本土・
台湾）

生 育 地 山野の日当たりのよい乾いた道ばたや土壌の
浅い草地に生える。県内各地に点々と生育す
る。　　

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸大宮市（内山）

タンキリマメ
Rhynchosia volubilis Lour. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（千葉県以西）・四国・九州・琉球／朝鮮・
中国・フィリピン

生 育 地 海岸や山野の草原，林縁などに生える。鉾田
市，鹿嶋市，神栖市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

鉾田市（内山）

ヨツバハギ
Vicia nipponica Matsum. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 山野の草地や道ばたの斜面などに生える。日
立市，大子町，常陸大宮市，城里町などに生
育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸大宮市（内山）
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オオバクサフジ
Vicia pseudo-orobus Fisch. et C.A.Mey. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国・ウ
スリー・アムール・シベリア東部

生 育 地 山野の草原や林縁に生える。県内各地に県内
各地に点々と生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

ひたちなか市（内山）

ナツフジ
Wisteria japonica Siebold et Zucc. マメ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（東海道以西）・四国・九州

生 育 地 暖地の林内や林縁などに生える。潮来市に生
育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない

そ の 他

潮来市産栽培（内山）

タチフウロ
Geranium krameri Franch. et Sav. フウロソウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（東北地方南部～中部地方）・四国・九
州／朝鮮・アムール・中国（東北）

生 育 地 山野の草地などに生える。県内各地に点々と
生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他 フシゲタチフウロを含む。

常陸太田市（内山）
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オオイタヤメイゲツ
Acer shirasawanum Koidz. カエデ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（福島県以西）・四国　[日本固有種]

生 育 地 冷温帯に生える。北茨城市，八溝山に生育す
る。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

八溝山（内山）

サワダツ
Euonymus melananthus Franch. et Sav. ニシキギ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州　[日本固有種]

生 育 地 冷温帯の沢筋にある林下に生える。筑波山，
加波山に生育する。

選 定 理 由 生育地点が少ない，森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）

イソノキ
Rhamnus crenata Siebold et Zucc. クロウメモドキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 山野の溜池周辺などに生える。水戸市，笠間
市，鉾田市などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

水戸市（内山）
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シナノキ
Tilia japonica (Miq.) Simonk. シナノキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・九州

生 育 地 冷温帯の山地に生える。高萩市，大子町，筑
波山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

筑波山（内山）

サクラスミレ
Viola hirtipes S.Moore スミレ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）・
ウスリー

生 育 地 山地の草原に生える。県北山地の草原や落葉
樹林下に生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

高萩市（内山）

ミズマツバ
Rotala mexicana Cham. et Schltdl. ミソハギ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮・中国・フィ
リピン・インド・カフカズ・中央アジア・ア
フリカ

生 育 地 水田や湿地に生える。常陸大宮市，日立市，
笠間市，筑西市などに生育する。

選 定 理 由 農地の改修

そ の 他

つくば市（内山）
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ミズキカシグサ
Rotala rosea (Poir.) C.D.K.Cook ミソハギ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮

生 育 地 水田や湿地に生える。日立市に生育する。

選 定 理 由 農地の改修

そ の 他

日立市（安嶋）

ウシタキソウ
Circaea cordata Royle アカバナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国・ウ
スリー・ヒマラヤ

生 育 地 湿り気のある山地の林下生える。八溝山，日
立市，水戸市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

イワアカバナ
Epilobium amurense Hausskn.  subsp. cephalostigma (Hausskn.) C.J.Chen, Hoch et Raven アカバナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・九州／アムール・ウスリー・
中国（東北・台湾）・千島

生 育 地 山間の湿地に生える。北茨城市，高萩市，常
陸太田市，八溝山などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

（県博収蔵標本：北茨城市産）
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ミズユキノシタ
Ludwigia ovalis Miq. アカバナ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州・琉球／朝鮮（済州島）・
中国（本土・台湾）

生 育 地 溜池や沼の水辺に生える。常陸太田市，笠間
市，水戸市，神栖市などに生育する。

選 定 理 由 溜池の埋立

そ の 他

常陸太田市（内山）

ホタルサイコ
Bupleurum longiradiatum Turcz.  var. elatius (Koso-Pol.) Kitag. セリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州

生 育 地 日当たりのよい草地に生える。主に久慈山地
に生育する。

選 定 理 由 個体数が少ない，草地の開発，遷移の進行

そ の 他

大子町（内山）

イワセントウソウ
Pternopetalum tanakae (Franch. et Sav.) Hand.-Mazz. セリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 深山の湿ったところに生える。北茨城市，高
萩市，三鈷室山に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）
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ヌマゼリ
Sium suave Walter  var. nipponicum (Maxim.) H.Hara セリ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）

生 育 地 湿地に生える。高萩市，日立市，笠間市，水
戸市などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

笠間市（内山）

シャクジョウソウ
Monotropa hypopithys L. イチヤクソウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／アジア・北アメ
リカ・ヨーロッパ

生 育 地 山地の林下のやや暗いところに生える。県内
ではまれに生育しているが，個体数は少ない。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

北茨城市（内山）

シロヤシオ（ゴヨウツツジ）
Rhododendron quinquefolium Bisset et S.Moore ツツジ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（岩手県以南の太平洋側）・四国　[日本
固有種]

生 育 地 山地に生える。北茨城市，高萩市，八溝山，
男体山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

153

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

絶　

滅

情
報
不
足

　

②
現
状
不
明
種

情
報
不
足

　
　

①
注
目
種

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類



ヤナギトラノオ
Lysimachia thyrsiflora L. サクラソウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅種

環境省2012

分 布 北海道，本州（中部以北）／北半球の寒帯

生 育 地 寒冷地の湿原に生える。霞ヶ浦の湖岸に生育
する。

選 定 理 由 湖岸の埋立

そ の 他

土浦市（福田）

イヌセンブリ
Swertia tosaensis Makino リンドウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 山野の湿地に生える。県内では数か所で確認
されているが個体数は少ない。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

小美玉市（内山）

ガガブタ
Nymphoides indica (L.) Kuntze ミツガシワ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国・東南アジア・
アフリカ・オーストラリア

生 育 地 湖沼に生える。霞ヶ浦周辺に生育するが，生
育状況はよくない。

選 定 理 由 湖岸の埋立

そ の 他

稲敷市（内山）
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アサザ
Nymphoides peltata (S.G.Gmel.) Kuntze ミツガシワ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国からユーラシ
アの温帯

生 育 地 湖沼に生える。北浦や霞ヶ浦などでは一部で
群生するが，面積は減少している。

選 定 理 由 湖岸の埋立

そ の 他

潮来市（内山）

コカモメヅル
Tylophora floribunda Miq. ガガイモ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 山野の草地に生える。生育地も個体数も減少
している。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

スズサイコ
Vincetoxicum pycnostelma Kitag. ガガイモ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・ダフリア・
中国

生 育 地 日当たりのよいやや乾いた草地に生える。生
育地も個体数も減少している。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

大子町（内山）

（県博収蔵標本：大子町産）

155

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ｂ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

絶　

滅

情
報
不
足

　

②
現
状
不
明
種

情
報
不
足

　
　

①
注
目
種

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
類



アリドオシ
Damnacanthus indicus Gaertn.f. アカネ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮半島南部・
中国中部

生 育 地 林内に生える。生育地は限られるが，生育状
況は良い。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 県北の生育地は北限に近い生育地と思われ
る。

佐白山（内山）

オオアリドオシ（ニセジュズネノキ）
Damnacanthus indicus Gaertn.f.   var. major (Siebold et Zucc.) Makino アカネ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州・琉球／朝鮮南部・
中国東部

生 育 地 林内に生える。県内の生育地は少ない。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

ハナムグラ
Galium tokyoense Makino アカネ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東・中部）／朝鮮・中国（東北）

生 育 地 河川敷の湿った草地などに生える。筑西市，
坂東市，常総市，霞ヶ浦周辺などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

稲敷市（内山）

潮来市（内山）
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スナビキソウ
Argusia sibirica (L.) Boehmer ムラサキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・シベリア・
ヨーロッパ

生 育 地 海岸の砂地に生える。生育地は減少している。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他

鹿嶋市（内山）

オニルリソウ
Cynoglossum asperrimum Nakai ムラサキ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮

生 育 地 山地に生える。八溝山，北茨城市，常陸太田
市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

大子町（内山）

ヒイラギソウ
Ajuga incisa Maxim. シソ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 絶滅危惧ⅠB類（EN）

分 布 本州（中部・関東）　[日本固有種]

生 育 地 山の木陰に生える。筑波山，御前山，城里町
に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

御前山（内山）
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キセワタ
Leonurus macranthus Maxim. シソ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州／中国

生 育 地 山地や丘陵の草地に生える。大子町，常陸太
田市，日立市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

日立市（内山）

ヒメハッカ
Mentha japonica (Miq.) Makino シソ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 絶滅危惧種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州　[日本固有種]

生 育 地 湿地に生える。県北から中央部にかけて点々
と生育するが，個体数は少ない。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

笠間市（内山）

ヤマジソ
Mosla japonica (Benth. ex Oliv.) Maxim. シソ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮南部

生 育 地 日当たりのよい丘陵に生える。八溝山，高萩
市，常陸太田市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

（県博収蔵標本：筑波山産）
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ナミキソウ
Scutellaria strigillosa Hemsl. シソ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）・
千島・樺太

生 育 地 海岸の砂地に生える。日立市，ひたちなか市，
鉾田市などに生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他

鉾田市（藤田）

マルバノサワトウガラシ
Deinostema adenocaulum (Maxim.) T.Yamaz. ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮南部

生 育 地 水田や湿地に生える。常陸太田市，水戸市，
小美玉市，牛久市などに生育する。

選 定 理 由 農地の改修，農薬の使用

そ の 他

水戸市（内山）

オオアブノメ
Gratiola japonica Miq. ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（宮城県以南）・九州／朝鮮・中国（本土・
東北）・ウスリー

生 育 地 湿地に生える。県内の生育地は少ない。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（内山）
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ヤマウツボ
Lathraea japonica Miq. ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮（鬱陵島）

生 育 地 やや湿気のある落葉樹林内に生える。北茨城
市，常陸太田市に生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他 本県産のものはケヤマウツボの型である。

真弓山（内山）

クチナシグサ
Monochasma sheareri (S.Moore) Maxim. ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 本州（関東・中京・中国）・四国・九州（北部）
／中国中部

生 育 地 低地の落葉樹林下に生える。大子町，常陸大
宮市，坂東市などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸大宮市（内山）

ゴマノハグサ
Scrophularia buergeriana Miq. ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東南部・中部・中国）九州／朝鮮・
中国（北部・東北）

生 育 地 やや湿った草原に生える。常総市などに生育
する。県内の生育地は少ない。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

坂東市（内山）
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オオヒキヨモギ
Siphonostegia laeta S.Moore ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東・中京・中国）・四国（瀬戸内側）
／中国（中南部）

生 育 地 山地や丘陵の草地に生える。県内では高鈴山
や桜川市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

水戸市（内山）

イヌノフグリ
Veronica polita Fr.  subsp. lilacina (T.Yamaz.) T.Yamaz. ゴマノハグサ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州・四国・九州・琉球／東南アジアの温帯
～暖帯

生 育 地 土手や道端の草地などに生える。大子町，高
萩市，水戸市，鹿嶋市などに生育する。

選 定 理 由 外来種との競合

そ の 他

ひたちなか市（内山）

ハマウツボ
Orobanche coerulescens Stephan ex Willd. ハマウツボ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州・琉球／中国・朝鮮・
シベリア・ヨーロッパ東部

生 育 地 海岸の砂地に生える。日立市，東海村，鹿嶋
市などに生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他

ひたちなか市（内山）
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オミナエシ
Patrinia scabiosifolia Fisch. ex Trevir. オミナエシ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国・シ
ベリア東部

生 育 地 日当たりのよい山の草地に生える。県内の生
育地は近年急激に減少している。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他 秋の七草として知られている。

小美玉市（内山）

ツルギキョウ
Campanumoea javanica Blume  var. japonica Makino キキョウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／台湾

生 育 地 山地の林下や林縁に生える。常陸太田市，笠
間市，筑波山などに生育する。

選 定 理 由 森林の伐採

そ の 他

常陸太田市（内山）

バアソブ
Codonopsis ussuriensis (Rupr. et Maxim.) Hemsl. キキョウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州／朝鮮・中国（東北）・
ウスリー・アムール

生 育 地 山地の林下や林縁などに生える。大子町，小
美玉市，下妻市，古河市などに生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

（県博収蔵標本：常総市産）
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キキョウ
Platycodon grandiflorus (Jacq.) A.DC. キキョウ科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 絶滅危惧Ⅱ類（VU）

分 布 北海道・本州・四国・九州・奄美（請島）／朝鮮・
中国・ウスリー

生 育 地 山野の草地に生える。県内での生育地は著し
く減少している。

選 定 理 由 園芸採取，草地の開発，遷移の進行

そ の 他 秋の七草として知られている。

常陸太田市（安嶋）

ノコギリソウ
Achillea alpina L.  var. longiligulata H.Hara キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州／朝鮮南部・樺太・中国・ベト
ナム北部・ネパール・シベリア東部・カムチャ
ツカ・アリューシャン・北アメリカ

生 育 地 山地の草原に生える。高萩市，三鈷室山に生
育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（大津）

カワラハハコ
Anaphalis margaritacea (L.) Benth. et Hook.f.  subsp. yedoensis (Franch. et Sav.) Kitam. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012

分 布 北海道・本州・四国・九州　[日本固有種]

生 育 地 川原の砂地に生える。大子町，常陸大宮市，
神栖市，古河市などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

（県博収蔵標本：御前山産）
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シロヨモギ
Artemisia stelleriana Besser キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州（新潟県・茨城県以北）・北海道／樺太・
千島・朝鮮・カムチャツカ・オホーツク海沿
岸

生 育 地 海岸の砂地に生える。北茨城市，日立市，ひ
たちなか市，鉾田市などに生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他 県内の生育地は南限に近い生育地である。

ひたちなか市（内山）

ヒメシオン
Aster fastigiatus Fisch. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国・ダフリア

生 育 地 草原の湿地に生える。休耕田などで見られる
こともある。高萩市，大子町，常陸大宮市，
下妻市などに生育する。

選 定 理 由 湿地の開発，遷移の進行

そ の 他

ウラギク
Aster tripolium L. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 北海道（東部）・本州（関東以西の太平洋側）・
四国・九州

生 育 地 海岸の湿地に生える。神栖市に生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他

神栖市（高田）

城里町（藤田）
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コハマギク
Chrysanthemum yezoense Maek. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 希少種

環境省2012

分 布 北海道（根室から太平洋岸に沿って渡島）・
本州（青森県竜飛崎から太平洋岸に沿って茨
城県）　[日本固有種]

生 育 地 海岸の岩上に生える。県北部海岸の崖の上や
草原などに生育する。

選 定 理 由 海岸の開発

そ の 他 ひたちなか市は南限に近い生育地である。

日立市（藤田）

フジバカマ
Eupatorium japonicum Thunb. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997 危急種

環境省2012 準絶滅危惧（NT）

分 布 本州（関東以西）・四国・九州／朝鮮・中国

生 育 地 川の堤防などに生える。主に県南，県西の河
川の草原などに生育する。

選 定 理 由 河川の改修

そ の 他 秋の七草として知られている。

アキノハハコグサ
Gnaphalium hypoleucum DC. キク科

茨城県2012 絶滅危惧Ⅱ類

茨城県1997

環境省2012 絶滅危惧ⅠB類（EN）

分 布 本州・四国・九州／朝鮮・中国・東南アジア・
インド

生 育 地 やや乾いた山地の崖などに生える。主に県北
部の山地に生育する。

選 定 理 由 草地の開発，遷移の進行

そ の 他

常陸太田市（内山）

常総市（藤田）
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